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 和歌山県教育センター学びの丘における長期研修員研修は，今日的教育課題解決に資す

るため，教育に関する専門的・技術的事項について研修し，教職員としての資質能力を高

め，その成果を本県教育の充実に生かすことを目的として実施されている。述べるまでも

なく，教員は絶えず研究と修養に励み，その職責の遂行に努めなければならない。「研究」

とは，辞書によれば「物事について深く考えたり調べたりして真理を明らかにすること」

とある。「修養」とは「知識を高め，品性を磨き，自己の人格形成に努めること」とある。

今回，研修を「自己の専門性をより向上させるための研究と教員としての資質を広く高め

る修養の機会」として受けとめ，１年間研鑽を積むこととなった。  

研修は５つの段階が設定された（図参照）。研究では，第１段階（基礎期）では研究に

関する基礎基本を学んだ。第２段階（向上期）では研究計画立案や模擬授業等に取り組み，

第３段階（探究期）では所属校で授業研究を実施した。第４段階（充実期）ではデータ分

析と研究発表を行い，第５段階（修了期）では研究成果物を作成した。修養では，授業力・

学校組織開発力・校内研修運営力の向上トレーニングが段階ごとに実施され，学校におけ

るミドルリーダーの役割と行動について年間を通じて学んだ。加えて，センターが実施す

る多岐に渡る研修講座や指導主事等による「研修員研修」の受講や，所属校における学校

課題解決のための校内研修参加等を通して，幅広く教員としての力量向上を目指してきた。 

１年間の研修員生活において，研修講座や先行研究から新たな知識を得ることや，これ

までの実践を振り返ることにより，教員としての専門性が高まったと考える。また，校種

や教科の異なる研修員との交流により，視野を広げることができた。さらに，研修員相互

に模擬授業を行い，参考になる点や改善が必要な点について意見を出し合うなど，様々な

場面を通じて研修を深めることができた。研究においては，生徒の思考を捉え直し，問題

解決過程のモデル，教材の作成，授業構想に比重を置いた。また，提案授業，事後協議を

通じて，所属校の先生方と学力向上や授業改善について方策を探った。今後，自らがミド

ルリーダーとして，授業力・学校組織開発力・校内研修運営力の向上トレーニングなどで

学んだ専門性を生かしながら，学校課題の解決に取り組んでいきたい。その際，1 年間の

研修員生活で得た人的ネットワークを生かしたい。 

なお，それぞれの課題に基づき年間を通して行った研究については，別途「研究報告書」 

としてとりまとめることとする。  
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月  ４月～５月 ６月～８月    ２月～３月 

研 

究 

 
・研究テーマ，方向

性を設定し，第１

回報告会で発表 

 
・所属校での授業研究

に向けての単元計

画，資料等作成，模

擬授業 

 
・授業研究計画を第２

回報告会で発表 

・授業研究の実施 

 
・実施した授業研究の

収集データ分析 

・和歌山教育実践研究

大会で発表 

 
・研究報告書，資料

の作成 

・研究成果の普及 

修 

養 

 
■「授業力」・「学校組織開発力」・「校内研修運営力」向上トレーニング    

■専門性の向上を目指す研修講座受講  

■初任者研修，１０年経験者研修聴講  

■学びの丘指導主事等による研修員研修  

９月～11 月 12 月～１月 
  

図 研修の概要 

所属校研修［所属校との連携・研修成果の還元］  


